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専
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０
乙

豊川稲荷東京別院柴又帝釈天

迎賓館新国立競技場

東
京

・
千
葉
参
拝

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
施
設
見
学

令
和
元
年
十
二
月
五
日
～
六
日

令
和
元
年
度
の
旅
行
会
は
、
二
十
三

名
の
参
加
を
得
て
、
東
京
千
葉
方
面
の

寺
院
並
び
に
令
和
二
年
開
催
の
三
度
目

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
十

一
月

二
十
日
完
成
し
た
ば
か
り
の
新
国
立
競

技
場

。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
館
、
そ
し

て
令
和
改
元
に
あ
た
り
赤
坂
離
宮
迎
賓

館
等
を
見
学
し
て
参
り
ま
し
た
。

東
京
は
工
事
が
続
き
、
ど
ん
ど
ん
変

わ

っ
て
い
ま
す
。
先

の
東
京
オ
リ

ン

ピ
ッ
ク
が
日
本
の
高
度
成
長
の
基
点

・

象
徴
と
す
る
な
ら
今
回
の
改
元
、
三
度

目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
何
を
も
た

ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
で
話
が
は
ず

ん
だ
旅
行
会
と
な
り
ま
し
た
。

寺
院
参
拝
は
柴
又
帝
釈
天
題
経
寺
、

赤
坂
豊
川
別
院
、
千
葉
成
田
山
新
勝

寺
、
牛
久
大
仏
等
を
参
拝
し
て
参
り
ま

し
た
。
夕
食
は
屋
形
舟
で
東
京
の
夜
景

を
バ
ッ
ク
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

皇后陛下乗車のセンチュリー成田山新勝寺
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令
和
一奪
度
悔
密
流
鶴
昌
暴
奉
霞
大
会

磋
亦
ξ
謳

令
和
元
年
十

一
月
十
三
日
、
福
島
市
飯

坂
温
泉

「パ
ル
セ
飯
坂
」
に
お
い
て
、
令

和
元
年
度
の
県
奉
詠
大
会
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
長
秀
院
講

・
仲
興
寺
講
と
も
に
登
壇
奉

詠
を
行
い
、
第

一
教
区
と
し
て
も
立
派
な

ご
奉
詠
で
し
た
。
両
講
の
皆
さ
ん
は
常
日

頃
練
習
に
励
ま
れ
、
立
派
な
登
壇
奉
詠
と

な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
日
頃
の
努
力
の
賜

物
で
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
お
寺
に
集
っ
て

練
習
を
重
ね
、
皆
で
笑
い
あ
い
、
楽
し
く

お
唱
え
し
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
み

教
え
、
道
元
禅
師
さ
ま
の
み
教
え
、
螢
山

禅
師
さ
ま
の
み
教
え
を
、
節
を
つ
け
て
お

唱
え
す
る
の
が
梅
花
流
で
す
。
新
し
い
曲

に
挑
戦
し
お
唱
え
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

に
数
ヶ
月
か
か
り
ま
す
が
、
達
成
感
は
と

て
も
尊
い
こ
と
で
す
。
今
年
も
素
晴
し
い

奉
詠
大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
、
講
員

よ

ろ

こ

一
同
無
上
の
悦
び
と
感
じ
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（寺
族
　
拝
記
）
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除夜の鐘除
夜
の
鐘
を
撞
き
ま
し
ょ
う
Ｈ

ど
う
ぞ
、
ど
な
た
で
も
お
ま
い
り
く
だ
さ
い
。
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。
先
着
順
に
撞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
係
の
方
の
誘
導
に
従

っ
て
下
さ
い
。

０
０
一
月
２「‥

‥
―年

ｎ
Ｊ

『
‥
‥
―

午後 11時 30分打出し

行

事

案

内

★
長

秀

院

十
二
月
三
十

一
日
　
午
後
十

一
時
三
十
分

除
夜
の
鐘
打
出
し

元
日
一　
午
前
零
時
三
十
分

元
朝
祈
祷

★
仲

皿
（
寺

元
日
一　
午
前

一
時
三
十
分

元
朝
祈
祷

以
降

一
月
中
、
年
始
回
礼

年
頭
回
礼
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な

く
な

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ

る
お
宅
も

で
て
ま

い
り
ま
す

の
で
、

何
卒
宜

し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま

す
。

お

ね

が

い

年
始
回
礼
中
は
不
在
と
な
り

ま
す
。
ご
相
談
等
の
場
合
は
ご
来

山
前
に
確
認
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

礼
訓
劉

命
日
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

一

た
、
ご
連
絡
と
貼
り
出
し
を
ご

一

覧
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

一

一
周

忌
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回

忌
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回

忌

十
三
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十
七
回
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回
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回
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十
回
忌

百
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忌
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五
十
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忌

二
百
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忌

二
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五
十
回
忌

三
百
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忌
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十
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四
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平
成
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十
一
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か

わ

元
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平
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年

平
成
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六
年

平
成
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年

平
成
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年

平
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十

年

平

成

六

年

昭
わ
六
十
二
年

昭
和
二
十
九
年

昭
わ
四
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六
年

大
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明
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年

丈
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綺了襴貯褥
旅行期日 今和2年4月 23日 (木)～

工の数々が施さ

れている開山堂

があります

饂萎

どうげんぜんしもうこちょうふく
開山堂・天丼彫刻『道元禅師猛虎調伏の図』↑

旅

行

企

画

長分院 仲興寺
〒960856福 島市曰沢字寺ノ前 8(長 秀院)

TEL/FAX 024-548-1240

受

注

企

画

i昌 島県去口事登,■旅行業3 30雀 合旅行業務取扱管理者 佐沐攻

(株)福 島ビーエス観光
〒9638001郡 山市大田」二丁目5 4

TEL 024-923-6098  FAX024-939-0630

4月 25日 (土)2)自 3日

旅行代金 お一人様 52,000円
募 集 人 員 40名 (最少催行人員30名 )

今般、大本山永平寺様より「焼香師」を拝命いたしました。焼香師とは全国曹洞宗寺院の中から指名され、

道元禅師様のご法要の導師をおつとめするものです。住職としては一世一代のことであり、またお陰様で弟子

秀憲も修行中であり、本当に有難い機会をご本山より賜りました。今から40年前、先代憲一人禾口尚もおつとめ
いたし、檀信徒の皆様もご随伴頂きました。つきましては今回も檀中各位にご随伴頂ければ有難く存じます。

謹んでご案内申し上げます。 住職 祥文 合掌

ス】 バ スバ スコ

主な日程 食事
明徳元年(1390年 )に本願寺5代門主・綽如(しゃくにょ)
上人が開倉」
彫亥」の町丼波の寺院らしく数々の彫亥」は圧巻です

瑞泉寺(山門)

山門に彫亥りされた龍 →

４
月
２３
日

の

6:00出 発
長秀院 ― 卿 寺前一

福静 IC===二 [休憩3回 ]==

=滑 牌 内
一 跡 規 ―

糾 惨 遡 C一
15:00し頁

=大 本山永平寺 (宿坊泊 )

朝食 ―

昼食なな

夕食な

４
月
２４
■
０

箋象鼎 =P青前ξ鼻
)の上==二 [休憩]

(参観)
=井 波 別院瑞 泉寺 ==[休憩]―― 金史li這餐()白 )

親食 ■

昼食 ‐ |

夕食 ‐||

４
月
２５
日
ω

8:30出 発
金太郎温泉

―
  [休憩]===

(昼食)
=深 雪 の 里 ===小 出IC===[休 憩3回]===

18:00頃

=福 島西IC==仲 興寺前==長 秀院

(参観)
西福寺 開山堂 朝食 ■■‐|

昼食 ■ |

夕食

天文3(1534)年 に

建立されて以来、

約500年の歴史を

誇る赤城山西福寺

幕末の名匠・

石川雲蝶の彫刻

や絵画、漆喰細

※当日の交通状況により行程を変更する場合があります。(約90分おきに休憩有)
※人数確定後、集合場所及び時間を記載した最終日程表をお届けいたします。

【申込について】
3月 25日 (水 )までお寺へお申し込み下さい

※人数に達し次第、締切りとなりますのでお早めにお申し込み下さい

※必ず、手紙。FAX・ 葉書・メール等の残る形でお願いいたします
尚、ご本山で先祖供養をいたしますのでお名前の読みをお伝え下さい
※旅行代金は、3月 末日までにお寺へお願いいたします

【添乗員】 全行程同行いたします
【利用ホテル】 大本山永平寺宿坊

金太郊温泉く和室または洋室利用〉

1桑』言I11千]勇ffFi][言揉黛F等、

*総合旅行業務取扱管理老とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取31に関する責任者です。この旅行契約に関し、担当者
からの説明にご不審な点があればご遠慮なく管理者にお訊ね下さい。



本
山
の
新
年

十
二
月
二
十

一
日
の
除
夜
の
鐘
は
地
元
福
井

県
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
全
国
か
ら

「除
夜
の

鐘
を
永
平
寺
で
つ
き
た
い
」
と
い
う
方
々
で
大

混
雑
と
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「ゆ
く
年
く
る

年
」
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
ど
う

し
て
も

一
度
は
そ
の
場
に
い
て
越
年
し
た
い
と

思
う
か
ら
で
し
ょ
う
。
さ
ん
ち

ょ
う
き
と
う

除
夜
の
鐘
の
後
は

「三
朝
祈
祷
」
と
な
る
の

で

（三
朝
と
は

一
年
の
は
じ
め
、
月
の
は
じ
め
、

一
日
の
は
じ
め
の
三
つ
の
朝
が
元
旦
の
朝
に
重

な
る
の
で
そ
の
よ
う
に
い
う
）、
除
夜
の
鐘
を

雲
水
た
ち
が
体
か
ら
湯
気
を
た
て
て
つ
い
て
い

る
の
を
共
に
過
ご
し
、
そ
の
後
、
多
く
の
参
拝

者
の
皆
様
は
大
本
堂
で
あ
る
永
平
寺
の
一
番
高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
法
堂
に
登
っ
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
思
い
を
胸
に

一
年
の
息
災
を
願
い
三

朝
祈
祷
を
受
け
て
、
帰
路
に
つ
く
こ
と
を

一
年

の
恒
例
行
事
と
し
て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
除

夜
の
鐘
、
三
朝
祈
祷
は
た
い
へ
ん
な
参
拝
者
の

鑽
参
鵞
ぽ

隋
覺
隕
鬱
賣
屹

方
々
の
行
列
が
大
廊
下
を
埋
め
つ
く
し
て
い
き

ま
す
。
永
平
寺
は
、
雪
景
色
の
越
年
で
し
た
が
、

最
近
は
温
暖
化
の
影
響
で
あ
ま
り
雪
が
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
雲
水
た
ち
に

と
っ
て
は
と
て
も
助
か
る
こ
と
で
あ
り
、　
一
般

参
拝
者
に
と
ら
れ
て
も
お
参
り
し
易
く
有
難
い

こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

初
め
て
、
永
平
寺
で
除
夜
の
鐘
と
正
月
行
事

を
体
験
し
た
と
き
は
、
人
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
が
、
本
山
で
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
、

修
行
を
し
て
迎
え
る
こ
と
の
有
難
さ
も
感
じ
た

も
の
で
す
。

弟
子
秀
憲
も
大
本
山
永
平
寺
で
の
二
度
目
の

越
年
と
な
り
い
ろ
い
ろ
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
永
平
寺
で
修
行
で
き
る
幸
せ
、

本
山
に
い
ら
れ
る
幸
せ
、
有
難
さ
を
改
め
て

思
っ
て
欲
し
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

祥
文
焼
香
師
を
拝
命

令
和
元
年
十

一
月
大
本
山
永
平
寺
よ
り

「焼

香
師
」
の
辞
令
を
拝
命
し
ま
し
た
。
焼
香
師
と

は
、
ご
開
山
道
元
禅
師
は
じ
め
歴
代
ご
住
職
に

お
香
を
供
え
、
供
養
の
導
師
を
お
つ
と
め
す
る

こ
と
で
、
全
国
の
住
職
か
ら
毎
年
、
春
と
秋
に

三
十
～
四
十
名
ほ
ど
選
出
指
名
さ
れ
る
の
で

す
。先
代
憲

一
方
丈
も
昭
和
五
十
五
年
に
指
名
頂

き
、
丁
度
永
平
寺
修
行
中
の
私
祥
文
も
法
要
を

と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
か
ら
四
十
年
前
の
話
な
の
で
す
が
、
そ
の

時
随
伴
し
て
い
た
だ
い
た
丹
治
庄
衛
総
代
長
さ

ん
が

「そ
の
時
参
加
者
の
中
で
最
年
少
の
三
十

四
才
で
し
た
が
、
大
本
堂
に
、
憲

一
方
丈
様
と

墨
染
め
の
法
衣
に
焼
香
の
道
具
を
も
っ
た
祥
文

方
丈
様
が
入
堂
し
て
き
た
と
き
、
感
極
ま
り
ま

し
た
。
有
難
か
っ
た
で
す
。
今
で
も
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。」
と
お

っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

幸
い
秀
憲
の
上
山
中
に
本
山
よ
り
指
名
頂

き
、
四
十
年
の
時
間
が
流
れ
、
こ
の
よ
う
な
有

難
い
時
を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

四
月
二
十
四
日
の
指
定
で
す
の
で
、
団
参
を

組
み
上
山
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（祥
文
拝
記
）


